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　「障害物知覚」とは、環境音などの反射や遮音

を手がかりに、音を発していない物体（例えば

壁など）の存在を聴覚によって知る能力のこと

で、視覚障害者の重要な環境認知能力の1つで

ある。視覚障害者の社会参加･社会復帰を目指

した視覚障害教育･リハビリテーションにおい

ても、障害物知覚の訓練は重要な項目となって

いる。しかしながら、従来はその音響学的メカ

ニズムが十分に解明されておらず、訓練の現場

では経験的に体得する訓練に頼っているのが現

状であった。

　このような背景を踏まえ、本研究では、障害

物知覚の音響学的メカニズムの解明に積極的に

取り組み、これに基づき世界に先駆けて音響技

術を駆使した訓練方法を開発し、科学的訓練を

可能にした。

　最初に開発した「障害物知覚訓練システム」

は、障壁が存在する音場をコンピュータで計算

し、障害物知覚の初心者が学習しやすいような

仮想障壁を音により人工的に再現することがで

きる（図１）。障壁が存在する場合、聴取者に

は、音源から直接届く「直接音」と、その音が障

壁に反射して届く「反射音」の両方が到来する。

それぞれの音の到来方向と、反射音の遅延時間

をコンピュータで計算して、各方向に配置した

スピーカでそれぞれの方向の音を再現すると、

実際にはそこに障壁がないのに、あたかも障壁

が存在するかのような音場を作ることができる

（図２）。この技術では、障壁の方向、大きさ、

距離などを変化させることができる。また、周

囲の環境音を付け加えたり削除したり、反射音

を強調したりなど、実環境ではありえないよう

な状態を再現することも可能である。これによ

り、障害物知覚の初心者が学習しやすいような

仮想障壁を自由に再現できる。

　しかし、開発した「障害物知覚訓練システム」

は高価･大型であり、そのままでは視覚障害教

育･リハビリテーションの現場での導入が困難

である。そこで現在は、既存の家庭用オーディ

オ機器を利用して訓練ができるように、仮想障

壁を再現する音響データをオーディオCDに収録

した「障害物知覚訓練用音響CD」を開発して現場

に提供している（図３）。

　現在、「障害物知覚訓練システム」は、その簡

易版が国立身体障害者リハビリテーションセン

ターにおける視覚障害生活訓練専門職員養成の

ための教材として使用されている。また「障害

物知覚訓練用音響CD」は、現行版Ver. 1.0が視覚

障害関係者に無償で配布されており、現在まで

に国内外へ約200枚を配布している。
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図3　障害物知覚訓練用音響CD
家庭用オーディオ機器で訓練が可能。

図1　障害物知覚訓練システム
初心者が学習しやすいような仮想障壁を再現。

図2　あたかも壁があるような音場を作る
壁が存在する場合の音場（左）、スピーカアレイを用
いて人工的に再現する。（右）。


